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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期
第２四半期
連結累計期間

第77期
第２四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年９月30日

自2022年４月１日
至2022年９月30日

自2021年４月１日
至2022年３月31日

売上高 （百万円） 139,778 156,104 298,572

経常利益 （百万円） 1,215 1,940 3,092

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

（百万円） 783 1,225 1,344

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 839 1,164 1,060

純資産額 （百万円） 23,620 24,672 23,841

総資産額 （百万円） 80,255 89,752 78,742

１株当たり四半期（当期）純利
益

（円） 141.27 220.96 242.50

潜在株式調整後１株当たり四半
期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 29.4 27.5 30.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △5,145 △7,715 △602

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △610 △643 △1,354

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 5,653 8,678 2,483

現金及び現金同等物の四半期末
（期末）残高

（百万円） 1,961 2,911 2,590

 

回次
第76期
第２四半期
連結会計期間

第77期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年７月１日
至2021年９月30日

自2022年７月１日
至2022年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 90.99 109.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、大きく停滞した

経済活動は徐々に回復しつつありますが、輸出、生産活動には持ち直しの動きがみられるものの、このところそ

のテンポは弱く、また、設備投資、雇用・所得環境、個人消費の回復は鈍く、依然として厳しい状況にありま

す。先行きは、ワクチン接種の普及により感染者数が減少し、経済活動の本格的な回復が期待されますが、不透

明な状況にあります。

　消費者心理は、雇用・所得環境など経済情勢の先行き不透明感から厳しい状況にあります。また、消費者の購

買行動は、新型コロナウイルス感染防止から人との接触を控える行動様式が続き、食料品などの日常品購買が中

心になっていますが、節約志向は依然として続いています。

　水産物流通業界におきましては、新型コロナウイルス感染防止に伴う世界的な行動自粛などの影響により、内

食関連需要は一部伸長するものの、外食・宿泊・インバウンド関連需要や輸出の回復は鈍く、加えて業種・業態

の垣根を越えた販売競争が繰り広げられるなど、極めて厳しい経営環境下にありました。

　このような環境にあって、当社グループは、全体最適のグループ経営のもと、販売力・調達力の強化、顧客起

点志向の追求、地域に対応したソリューションの提供、業務の効率化、諸経費の削減などに注力し積極的な事業

活動を展開してまいりました。

　そのうえで、『ＯＵＧグループ中期経営計画2021』（2021年度～2023年度）を実践することにより、バリュー

チェーンの最適化を意識したグループ役職員の個々の行動変容を通じ、業績を向上させてまいります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

ａ．財政状態

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて11,010百万円増加し、89,752百万

円となりました。これは主に、棚卸資産の増加7,604百万円、売上債権の増加2,794百万円によるものでありま

す。

　負債は、前連結会計年度末と比べて10,178百万円増加し、65,079百万円となりました。これは主に、借入金の

増加9,010百万円、支払手形及び買掛金の増加1,850百万円によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比べて831百万円増加し、24,672百万円（自己資本比率27.5％）となりまし

た。これは主に、利益剰余金の増加892百万円によるものであります。

ｂ．経営成績

　当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は156,104百万円（前年同四半期比111.7％）となりました。

損益面では、売上総利益は13,864百万円（前年同四半期比108.0％）となり、営業利益1,790百万円（前年同四半

期比166.8％）、経常利益1,940百万円（前年同四半期比159.6％）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,225百

万円（前年同四半期比156.4％）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

＜水産物荷受事業＞

　中央卸売市場を核とする集荷販売機能をもつ水産物荷受事業は、一部外食・中食向け販売に回復傾向が見られ

る中、内食関連販売も堅調に推移しており、販売価格の上昇により販売数量は減少しましたが、売上高は拡大

し、利益面については調達コスト上昇による売上総利益率の低下や販管費の増加から、売上高97,555百万円（前

年同四半期比109.2％）、セグメント利益1,388百万円（前年同四半期比86.4％）となりました。

＜市場外水産物卸売事業＞

　全国各地を網羅する販売拠点を活かした幅広い流通網をもつ市場外水産物卸売事業は、量販店関連の販売が堅

調に推移するとともに、外食・宿泊関連の販売にも回復傾向が見られて業績は改善しましたが、調達コストの上

昇や物流経費等増加分の価格転嫁が遅れ、売上高59,635百万円（前年同四半期比115.1％）、セグメント損失41

百万円（前年同四半期はセグメント損失700百万円）となりました。

＜養殖事業＞

　九州、四国にて、ハマチ、ブリ、マグロの養殖を展開する養殖事業は、飼料、資材、燃料費等の値上げによる

生産コストの上昇が続く中、販売数量は減少しましたが、販売価格の高値安定が支えとなり、売上高4,112百万

円（前年同四半期比119.4％）、セグメント利益503百万円（前年同四半期比260.4％）となりました。
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＜食品加工事業＞

　消費地にある食品加工センターでの水産加工、量販店向けの米飯加工、カット野菜加工、飲食事業者向けの加

工・調理サービスなどを行う食品加工事業は、輸入原材料の調達コスト高騰による販売数量の減少や生産コス

ト、販管費の増加により、売上高2,092百万円（前年同四半期比97.2％）、セグメント損失41百万円（前年同四

半期はセグメント損失17百万円）となりました。

＜物流事業＞

　物流センターにおいて、搬入された水産物等を量販店等の配送先別に仕分け・配送を行う物流事業は、配送コ

ストや人件費、光熱費等の増加により、売上高798百万円（前年同四半期比85.5％）、セグメント損失10百万円

（前年同四半期はセグメント損失7百万円）となりました。

＜その他＞

　グループの水産物流通を補完するリース事業等その他は、売上高1,757百万円（前年同四半期比117.9％）、セ

グメント損失71百万円（前年同四半期はセグメント損失105百万円）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

べて320百万円増加し、2,911百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは7,715百万円の支出（前年同四半期は5,145百万円の支出）となりまし

た。これは主に、仕入債務の増加1,700百万円（前年同四半期は1,174百万円の増加）がありましたが、棚卸資産

の増加7,604百万円（前年同四半期は7,826百万円の増加）、売上債権の増加2,794百万円（前年同四半期は585百

万円の減少）によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは643百万円の支出（前年同四半期は610百万円の支出）となりました。こ

れは主に、有形固定資産の取得による支出474百万円（前年同四半期は445百万円の支出）によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは8,678百万円の収入（前年同四半期は5,653百万円の収入）となりまし

た。これは主に、配当金の支払330百万円（前年同四半期は331百万円の支払）がありましたが、借入金の増加に

よる純収入9,010百万円（前年同四半期は5,987百万円の純収入）によるものであります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達

成状況を判断するための客観的な指標等について重要な変更はありません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,915,900

計 20,915,900

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2022年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,562,292 5,562,292
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 5,562,292 5,562,292 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2022年７月１日～
2022年９月30日

－ 5,562,292 － 6,495 － 6,144
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（５）【大株主の状況】

  2022年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

マルハニチロ株式会社 東京都江東区豊洲三丁目２番20号 745 13.44

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 314 5.68

日本生命保険相互会社 大阪市中央区今橋三丁目５番12号 265 4.78

農林中央金庫 東京都千代田区大手町一丁目２番１号 263 4.76

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 184 3.32

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 175 3.16

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 151 2.74

ＯＵＧグループ従業員持株会 大阪市福島区野田二丁目13番５号 116 2.10

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 115 2.07

丸大食品株式会社 大阪府高槻市緑町21番３号 115 2.07

計 － 2,446 44.12
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

   2022年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 17,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,503,400 55,034 －

単元未満株式 普通株式 41,692 － －

発行済株式総数  5,562,292 － －

総株主の議決権  － 55,034 －

 

②【自己株式等】

    2022年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

ＯＵＧホールディングス㈱
大阪市福島区野田
二丁目13番５号

17,200 － 17,200 0.31

計 － 17,200 － 17,200 0.31

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が100株（議決権の数1個）

あります。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれておりま

す。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2022年７月１日から

2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,595 2,915

受取手形及び売掛金 28,873 31,668

商品及び製品 27,836 35,369

原材料及び貯蔵品 224 295

その他 893 1,113

貸倒引当金 △90 △99

流動資産合計 60,332 71,262

固定資産   

有形固定資産 10,584 10,681

無形固定資産 656 778

投資その他の資産   

投資有価証券 5,103 4,984

その他 2,365 2,349

貸倒引当金 △299 △304

投資その他の資産合計 7,169 7,029

固定資産合計 18,409 18,489

資産合計 78,742 89,752

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,814 22,665

短期借入金 15,703 25,013

１年内返済予定の長期借入金 4,212 4,134

未払法人税等 918 497

賞与引当金 795 760

その他 3,619 3,484

流動負債合計 46,063 56,555

固定負債   

長期借入金 5,741 5,519

退職給付に係る負債 2,405 2,328

役員退職慰労引当金 128 116

その他 562 558

固定負債合計 8,837 8,523

負債合計 54,900 65,079

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,495 6,495

資本剰余金 6,090 6,090

利益剰余金 10,252 11,145

自己株式 △42 △42

株主資本合計 22,796 23,688

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,189 1,101

繰延ヘッジ損益 56 108

土地再評価差額金 △447 △447

退職給付に係る調整累計額 247 221

その他の包括利益累計額合計 1,045 984

純資産合計 23,841 24,672

負債純資産合計 78,742 89,752
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 139,778 156,104

売上原価 126,936 142,240

売上総利益 12,842 13,864

販売費及び一般管理費 11,769 12,074

営業利益 1,073 1,790

営業外収益   

受取利息 2 0

受取配当金 80 99

受取賃貸料 63 88

その他 109 139

営業外収益合計 255 327

営業外費用   

支払利息 84 96

賃貸費用 19 46

貸倒引当金繰入額 － 32

その他 9 1

営業外費用合計 113 177

経常利益 1,215 1,940

特別利益   

受取補償金 29 －

固定資産売却益 7 1

投資有価証券売却益 － 5

特別利益合計 37 6

特別損失   

災害による損失 － 98

投資有価証券評価損 1 －

固定資産売却損 4 －

固定資産除却損 9 1

特別損失合計 14 99

税金等調整前四半期純利益 1,238 1,846

法人税、住民税及び事業税 418 544

法人税等調整額 36 76

法人税等合計 454 621

四半期純利益 783 1,225

親会社株主に帰属する四半期純利益 783 1,225
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 783 1,225

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 75 △88

繰延ヘッジ損益 16 52

退職給付に係る調整額 △36 △25

その他の包括利益合計 55 △60

四半期包括利益 839 1,164

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 839 1,164

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,238 1,846

減価償却費 470 452

貸倒引当金の増減額（△は減少） 50 13

退職給付に係る資産又は負債の増減額 △87 △133

賞与引当金の増減額（△は減少） △59 △35

受取利息及び受取配当金 △82 △100

支払利息 84 96

売上債権の増減額（△は増加） 585 △2,794

棚卸資産の増減額（△は増加） △7,826 △7,604

仕入債務の増減額（△は減少） 1,174 1,700

その他 △333 △197

小計 △4,784 △6,755

利息及び配当金の受取額 82 100

利息の支払額 △84 △100

法人税等の支払額 △359 △960

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,145 △7,715

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △445 △474

投資有価証券の取得による支出 △10 △9

その他 △154 △159

投資活動によるキャッシュ・フロー △610 △643

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 6,015 9,310

長期借入れによる収入 460 205

長期借入金の返済による支出 △487 △505

配当金の支払額 △331 △330

その他 △3 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,653 8,678

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △103 320

現金及び現金同等物の期首残高 2,064 2,590

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,961 ※ 2,911
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【注記事項】

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しており

ます。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実

務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応

報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

給料及び手当 3,377百万円 3,333百万円

荷造運搬費 2,745 2,790

賞与引当金繰入額 567 675

退職給付費用 73 86

貸倒引当金繰入額 59 6

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

現金及び預金勘定 1,965百万円 2,915百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △4 △4

現金及び現金同等物 1,961 2,911
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 332 60.0 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 332 60.0 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           

外部顧客への
売上高

84,567 50,603 2,218 1,050 414 138,854 924 139,778 － 139,778

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

4,747 1,221 1,225 1,104 519 8,818 565 9,384 △9,384 －

計 89,314 51,824 3,444 2,154 933 147,671 1,490 149,162 △9,384 139,778

セグメント利益
又は損失（△）

1,606 △700 193 △17 △7 1,074 △105 969 103 1,073

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額103百万円には、セグメント間取引消去413百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△309百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注）３

 
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

売上高           

外部顧客への
売上高

93,046 57,768 2,619 1,202 266 154,904 1,200 156,104 － 156,104

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

4,509 1,867 1,492 890 531 9,291 556 9,848 △9,848 －

計 97,555 59,635 4,112 2,092 798 164,195 1,757 165,953 △9,848 156,104

セグメント利益
又は損失（△）

1,388 △41 503 △41 △10 1,798 △71 1,726 63 1,790

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物

仲卸事業及び水産物小売事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額63百万円には、セグメント間取引消去429百万円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△365百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

鮮魚 28,141 9,548 3,327 － － 41,017 204 41,221

加工食品 60,437 42,239 － 2,009 － 104,686 943 105,629

その他 736 36 116 144 933 1,967 2 1,970

顧客との契約から生
じる収益

89,314 51,824 3,444 2,154 933 147,671 1,149 148,821

その他の収益 － － － － － － 341 341

セグメント間の内部
売上高又は振替高

△4,747 △1,221 △1,225 △1,104 △519 △8,818 △565 △9,384

外部顧客への売上高 84,567 50,603 2,218 1,050 414 138,853 924 139,778

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物仲卸事業及

び水産物小売事業等を含んでおります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計
水産物
荷受事業

市場外
水産物
卸売事業

養殖事業
食品加工
事業

物流事業 計

鮮魚 32,419 9,984 3,809 － － 46,213 254 46,468

加工食品 64,588 49,630 － 1,926 － 116,145 1,168 117,313

その他 547 21 302 166 798 1,836 2 1,839

顧客との契約から生
じる収益

97,555 59,635 4,112 2,092 798 164,195 1,425 165,621

その他の収益 － － － － － － 331 331

セグメント間の内部
売上高又は振替高

△4,509 △1,867 △1,492 △890 △531 △9,291 △556 △9,848

外部顧客への売上高 93,046 57,768 2,619 1,202 266 154,904 1,200 156,104

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業、水産物仲卸事業及

び水産物小売事業等を含んでおります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

１株当たり四半期純利益 141円27銭 220円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 783 1,225

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
純利益（百万円）

783 1,225

普通株式の期中平均株式数（株） 5,545,634 5,545,112

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年11月8日

ＯＵＧホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 里見　 優

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂戸　純子

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＯＵＧホール

ディングス株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2022年７月１

日から2022年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＯＵＧホールディングス株式会社及び連結子会社の2022年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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